
第
八
十
八
号
議
案

仙
台
市
地
球
温
暖
化
対
策
等
の
推
進
に
関
す
る
条
例

仙
台
市
地
球
温
暖
化
対
策
等
の
推
進
に
関
す
る
条
例

目
次第

一
章　

総
則
（
第
一
条
―
第
七
条
）

第
二
章　

地
球
温
暖
化
対
策
等
の
推
進

第
一
節　

地
球
温
暖
化
対
策
等
の
推
進
に
関
す
る
計
画
（
第
八
条
）

第
二
節　

地
球
温
暖
化
の
防
止

第
一
款　

事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
書
等
（
第
九
条
―
第
十
五
条
）

第
二
款　

地
球
温
暖
化
の
防
止
に
資
す
る
各
種
の
取
組
（
第
十
六
条
―
第
二
十
六
条
）

第
三
節　

気
候
変
動
適
応
（
第
二
十
七
条
）

第
三
章　

雑
則
（
第
二
十
八
条
―
第
三
十
三
条
）

附
則

第
一
章　

総
則

（
目
的
）

第
一
条　

こ
の
条
例
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
等
の
推
進
に
関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
市
、
事
業
者
及
び
市
民
等
の
責
務

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
対
策
等
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
地
球

温
暖
化
対
策
等
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
も
っ
て
現
在
及
び
将
来
の
良
好
な
環
境
の
確
保
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条　

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一　

地
球
温
暖
化　

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
七
号
。
以
下「
法
」と
い
う
。）

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
球
温
暖
化
を
い
う
。

二　

地
球
温
暖
化
対
策
等　

地
球
温
暖
化
対
策
（
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
並
び
に
吸
収
作
用
の
保
全
及
び
強
化

そ
の
他
の
地
球
温
暖
化
の
防
止
を
図
る
た
め
の
施
策
を
い
う
。
第
三
十
二
条
に
お
い
て
同
じ
。）
及
び
気
候
変
動
適

応
（
気
候
変
動
適
応
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
五
十
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
気
候
変
動
適
応
を
い
う
。
以

下
同
じ
。）
に
関
す
る
施
策
を
い
う
。

三　

温
室
効
果
ガ
ス　

法
第
二
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
物
質
を
い
う
。

四　

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出　

法
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
い
う
。

五　

特
定
事
業
者　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
を
い
う
。

イ　

本
市
の
区
域
内
に
、
年
度
（
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
に
お
け
る
事

業
活
動
に
伴
う
原
油
換
算
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭

和
五
十
四
年
政
令
第
二
百
六
十
七
号
）第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
原
油
換
算
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
い
う
。）が
、

当
該
年
度
の
前
年
度
に
お
い
て
市
長
が
定
め
る
量
以
上
で
あ
る
事
業
所
を
設
置
し
て
い
る
事
業
者
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ロ　

本
市
の
区
域
内
に
、
年
度
に
お
け
る
事
業
活
動
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
い
ず
れ
か
の
物
質
の
排
出
の
量
が
、

当
該
年
度
の
前
年
度
に
お
い
て
市
長
が
定
め
る
量
以
上
で
あ
る
事
業
所
を
設
置
し
て
い
る
事
業
者
（
イ
に
掲
げ
る

者
を
除
く
。）

ハ　

道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自
動
車
運
送
事
業
を
経
営

す
る
者
で
、
使
用
の
本
拠
の
位
置
を
本
市
の
区
域
内
に
登
録
し
て
い
る
自
動
車
（
道
路
運
送
車
両
法
（
昭
和
二
十

六
年
法
律
第
百
八
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
自
動
車
を
い
う
。
第
十
九
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）

（
市
長
が
定
め
る
も
の
に
限
る
。）
の
総
数
が
当
該
年
度
の
前
年
度
の
末
日
に
お
い
て
市
長
が
定
め
る
台
数
以
上

で
あ
る
も
の

六　

市
民
等　

市
内
に
居
住
し
、
又
は
滞
在
す
る
者
を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

第
三
条　

地
球
温
暖
化
対
策
等
の
推
進
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
理
念
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

地
球
環
境
へ
の
負
荷
が
少
な
い
持
続
的
な
発
展
が
可
能
な
都
市
の
実
現
を
目
指
す
こ
と

二　

杜
の
都
の
良
好
な
環
境
を
将
来
の
世
代
の
市
民
へ
継
承
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と

三　

気
候
の
変
動
に
よ
る
影
響
に
対
応
し
た
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と

四　

地
域
経
済
の
発
展
及
び
市
民
生
活
の
向
上
と
の
調
和
を
図
る
こ
と

（
市
の
責
務
）

第
四
条　

市
は
、
前
条
の
基
本
理
念
（
第
七
条
に
お
い
て
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。）
に
の
っ
と
り
、
地
球
温
暖
化
対
策

等
を
総
合
的
に
策
定
し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

２　

市
は
、
そ
の
事
務
及
び
事
業
に
関
し
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
及
び
気
候
変
動
適
応
の
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。

３　

市
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
等
に
つ
い
て
、
事
業
者
及
び
市
民
等
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
広

報
そ
の
他
の
啓
発
活
動
を
行
う
も
の
と
す
る
。

４　

市
は
、
国
、
他
の
地
方
公
共
団
体
そ
の
他
の
団
体
と
連
携
し
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
及
び
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る

国
際
協
力
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
者
の
責
務
）

第
五
条　

事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
に
関
し
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
及
び
気
候
変
動
適
応
の
た
め
の
措
置
を
自
主
的
か

つ
積
極
的
に
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

事
業
者
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
及
び
気
候
変
動
適
応
に
つ
い
て
、
そ
の
従
業
者
の
関
心
と
理
解
を
深
め
る
た
め
、

啓
発
を
行
う
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

事
業
者
は
、
市
が
実
施
す
る
地
球
温
暖
化
対
策
等
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
市
民
等
の
責
務
）

第
六
条　

市
民
等
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
及
び
気
候
変
動
適
応
の
た
め
の
措
置
を
自
主
的
か
つ
積
極
的
に
講
ず
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

市
民
等
は
、
地
球
温
暖
化
の
防
止
及
び
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
市
が
実
施
す

る
地
球
温
暖
化
対
策
等
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
協
働
に
よ
る
取
組
）
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第
七
条　

市
、
事
業
者
及
び
市
民
等
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
協
働
に
よ
る
地
球
温
暖
化
の
防
止
及
び
気
候
変
動
適

応
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

第
二
章　

地
球
温
暖
化
対
策
等
の
推
進

第
一
節　

地
球
温
暖
化
対
策
等
の
推
進
に
関
す
る
計
画

第
八
条　

市
長
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
等
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
対
策
等
の
推
進
に
関

す
る
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
推
進
計
画
」
と
い
う
。）
を
策
定
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

推
進
計
画
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一　

計
画
期
間

二　

推
進
計
画
の
目
標

三　

法
第
二
十
一
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項

四　

気
候
変
動
適
応
に
関
し
市
が
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
講
ず
べ
き
施
策

五　

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
地
球
温
暖
化
対
策
等
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項

３　

市
長
は
、
推
進
計
画
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
仙
台
市
環
境
基
本
条
例
（
平
成
八
年
仙
台
市

条
例
第
三
号
）
第
三
十
条
第
一
項
の
仙
台
市
環
境
審
議
会
（
第
七
項
に
お
い
て
「
審
議
会
」
と
い
う
。）
の
意
見
を
聴

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

４　

市
長
は
、
推
進
計
画
を
策
定
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

５　

市
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
推
進
計
画
を
変
更
す
る
も
の
と
す
る
。

６　

第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
推
進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

７　

市
長
は
、
推
進
計
画
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
、
毎
年
度
、
審
議
会
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の

と
す
る
。第

二
節　

地
球
温
暖
化
の
防
止

　

第
一
款　

事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
書
等

（
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
指
針
）

第
九
条　

市
長
は
、
事
業
者
の
事
業
活
動
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
に
資
す
る
た
め
、
事
業
者
が
そ
の

事
業
活
動
に
お
い
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
を
削
減
す
る
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
指
針
（
以
下
「
事
業

者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
指
針
」
と
い
う
。）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２　

市
長
は
、
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
指
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
こ
れ
を
公
表

す
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
書
の
提
出
）

第
十
条　

特
定
事
業
者
は
、
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
指
針
に
基
づ
き
、
計
画
期
間
（
特
定
年
度
（
令
和
二
年
度
及
び

同
年
度
か
ら
起
算
し
て
三
年
度
又
は
三
の
倍
数
の
年
度
を
経
過
し
た
ご
と
の
年
度
を
い
う
。）
の
初
日
か
ら
同
日
か
ら

起
算
し
て
三
年
を
経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
ご
と
に
、
当
該
計
画
期
間
に
お
け
る
そ
の
事
業

活
動
（
第
二
条
第
五
号
イ
に
該
当
す
る
特
定
事
業
者
に
あ
っ
て
は
本
市
の
区
域
内
に
設
置
さ
れ
る
同
号
イ
の
事
業
所
に

お
け
る
も
の
、
同
号
ロ
に
該
当
す
る
特
定
事
業
者
に
あ
っ
て
は
本
市
の
区
域
内
に
設
置
さ
れ
る
同
号
ロ
の
事
業
所
に
お

け
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
款
に
お
い
て
同
じ
。）
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
に
係
る
計
画
書
（
以

下
「
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
書
」
と
い
う
。）
を
作
成
し
、
市
長
が
定
め
る
期
日
ま
で
に
市
長
に
提
出
し
な
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け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
事
業
者
が
計
画
期
間
の
中
途
に
お
い
て
特
定
事
業
者
と
な
っ
た
と
き
は
、
特
定
事
業
者

と
な
っ
た
年
度
前
の
年
度
に
お
け
る
そ
の
事
業
活
動
に
関
す
る
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
書
を
作
成
し
、
及
び

提
出
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

２　

事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一　

特
定
事
業
者
の
氏
名
及
び
住
所（
法
人
に
あ
っ
て
は
、そ
の
名
称
、代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
）

二　

事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
書
を
提
出
す
る
年
度
の
前
年
度
に
お
け
る
事
業
活
動
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
の
量

三　

事
業
活
動
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
の
目
標

四　

前
号
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
実
施
し
よ
う
と
す
る
措
置
の
内
容

五　

前
号
の
措
置
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制

六　

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
市
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

３　

市
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の

概
要
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

４　

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
書
を
提
出
し
た
特
定
事
業
者
（
以
下
「
計
画
書
提
出
特
定

事
業
者
」と
い
う
。）は
、当
該
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
書
に
記
載
し
た
事
項
を
変
更
し
た
と
き
は
、速
や
か
に
、

変
更
後
の
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
書
を
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５　

第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
書
の
提
出
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
報
告
書
の
提
出
）

第
十
一
条　

計
画
書
提
出
特
定
事
業
者
は
、
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
指
針
に
基
づ
き
、
計
画
期
間
の
各
年
度
に
つ
い

て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
報
告
書
（
以
下
「
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
報
告
書
」
と
い
う
。）
を
作
成
し
、

市
長
が
定
め
る
期
日
ま
で
に
市
長
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
計
画
書
提
出
特
定
事
業
者
が
特
定
事
業

者
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一　

事
業
活
動
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量

二　

前
条
第
二
項
第
三
号
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
実
施
し
た
措
置
の
内
容

三　

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
市
長
が
必
要
と
認
め
る
事
項

２　

市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
報
告
書
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
そ
の
概

要
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
報
告
書
の
評
価
）

第
十
二
条　

市
長
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
報
告
書
（
計
画
期
間
の
最
後
の
年
度
に

係
る
も
の
に
限
る
。）
が
提
出
さ
れ
た
と
き
は
、
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
指
針
に
基
づ
き
、
当
該
事
業
者
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
報
告
書
に
つ
い
て
評
価
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２　

市
長
は
、
前
項
の
評
価
を
行
っ
た
と
き
は
、
当
該
評
価
に
係
る
計
画
書
提
出
特
定
事
業
者
に
対
し
、
速
や
か
に
、
当

該
評
価
の
結
果
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

３　

市
長
は
、
第
一
項
の
評
価
の
結
果
が
優
良
で
あ
る
と
認
め
る
計
画
書
提
出
特
定
事
業
者
に
つ
い
て
、
速
や
か
に
、
そ

の
旨
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

（
表
彰
）
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第
十
三
条　

市
長
は
、
前
条
第
一
項
の
評
価
の
結
果
が
特
に
優
良
で
あ
る
と
認
め
る
計
画
書
提
出
特
定
事
業
者
を
表
彰
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
助
言
）

第
十
四
条　

市
長
は
、
計
画
書
提
出
特
定
事
業
者
の
事
業
活
動
に
伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
の
削
減
が
効
果
的
に

行
わ
れ
る
よ
う
、
当
該
計
画
書
提
出
特
定
事
業
者
に
対
し
、
必
要
な
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
般
事
業
者
の
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
書
の
提
出
等
）

第
十
五
条　

特
定
事
業
者
以
外
の
事
業
者
（
次
項
に
お
い
て
「
一
般
事
業
者
」
と
い
う
。）
は
、
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス

削
減
指
針
に
基
づ
き
、
当
該
計
画
期
間
に
係
る
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
書
を
作
成
し
、
市
長
が
定
め
る
期
日

ま
で
に
市
長
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２　

第
十
条
（
第
一
項
を
除
く
。）
か
ら
前
条
ま
で
の
規
定
は
、
一
般
事
業
者
が
前
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
者
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
計
画
書
を
提
出
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
十
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
と

あ
る
の
は
「
第
十
五
条
第
一
項
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
書

を
提
出
し
た
特
定
事
業
者
（
以
下
「
計
画
書
提
出
特
定
事
業
者
」
と
い
う
。）」
と
あ
り
、
並
び
に
第
十
一
条
第
一
項
本

文
、
第
十
二
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
三
条
中
「
計
画
書
提
出
特
定
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
書
を
提
出
し
た
同
項
に
規
定
す
る
一
般
事
業
者
」
と
、
第
十
条

第
四
項
中
「
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
り
、
及
び
第
十
一
条
第
一
項
中
「
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
計
画
書
提
出
特
定
事
業
者
が
特
定
事
業
者
で
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
、
前
条
中
「
計
画
書
提
出
特
定
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
業

者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
書
を
提
出
し
た
同
項
に
規
定
す
る
一
般
事
業
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

　

第
二
款　

地
球
温
暖
化
の
防
止
に
資
す
る
各
種
の
取
組

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
）

第
十
六
条　

事
業
者
及
び
市
民
等
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
設
備
等
の
使
用
の
方
法
）

第
十
七
条　

事
業
者
は
、
そ
の
事
業
の
用
に
供
す
る
設
備
に
つ
い
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
に
資
す
る
方
法
で

使
用
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

市
民
等
は
、
そ
の
日
常
生
活
に
お
い
て
使
用
す
る
物
品
に
つ
い
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
に
資
す
る
方
法

で
使
用
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
環
境
物
品
等
の
選
択
）

第
十
八
条　

事
業
者
及
び
市
民
等
は
、
物
品
を
購
入
し
、
若
し
く
は
借
り
受
け
、
又
は
役
務
の
提
供
を
受
け
る
と
き
は
、

国
等
に
よ
る
環
境
物
品
等
の
調
達
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す

る
環
境
物
品
等
を
で
き
る
限
り
選
択
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
共
交
通
機
関
の
利
用
の
推
進
等
）

第
十
九
条　

事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
及
び
そ
の
従
業
者
の
通
勤
に
お
い
て
、
自
動
車
等
（
自
動
車
及
び
道
路
運
送
車

両
法
第
二
条
第
三
項
に
規
定
す
る
原
動
機
付
自
転
車
を
い
う
。
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
同
じ
。）
の
使
用
に
よ
る
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
若
し
く
は
自
転
車
の
利
用
又
は
徒
歩
に
よ
る
移
動
の
推
進
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そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

市
民
等
は
、
自
動
車
等
の
使
用
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
公
共
交
通
機
関
若
し
く
は
自

転
車
の
利
用
又
は
徒
歩
に
よ
り
移
動
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
自
動
車
等
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
）

第
二
十
条　

自
動
車
等
を
購
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
量
が
よ
り
少
な
い
自
動
車
等
を
購
入
す

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２　

自
動
車
等
を
運
転
し
、
又
は
所
有
す
る
者
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
当
該
自
動
車
等
を
適

切
に
運
転
し
、
又
は
整
備
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
優
先
的
な
利
用
）

第
二
十
一
条　

事
業
者
及
び
市
民
等
は
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
優
先
的
に
利
用
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
建
築
物
に
係
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
）

第
二
十
二
条　

建
築
物
（
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
建
築
物
を
い

う
。
第
二
十
五
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
新
築
し
、
増
築
し
、
又
は
改
築
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
当
該
建
築
物
に
つ
い
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
そ
の
他
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
を
図
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
廃
棄
物
の
発
生
の
抑
制
等
）

第
二
十
三
条　

事
業
者
及
び
市
民
等
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
廃
棄
物
の
発
生
の
抑
制
、
再
使

用
及
び
再
生
利
用
そ
の
他
資
源
の
有
効
利
用
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
森
林
の
保
全
及
び
整
備
）

第
二
十
四
条　

森
林
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
森
林
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
作
用
の
保
全
及
び
強
化
を

図
る
た
め
、
そ
の
森
林
を
適
切
に
保
全
し
、
及
び
整
備
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
緑
化
の
推
進
）

第
二
十
五
条　

土
地
又
は
建
築
物
を
所
有
し
、
又
は
管
理
す
る
者
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
の
抑
制
を
図
る
た
め
、
そ

の
土
地
又
は
建
築
物
に
係
る
緑
化
の
推
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
情
報
の
提
供
等
）

第
二
十
六
条　

市
は
、
事
業
者
及
び
市
民
等
が
行
う
地
球
温
暖
化
の
防
止
に
資
す
る
各
種
の
取
組
を
促
進
す
る
た
め
、
情

報
の
提
供
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
三
節　

気
候
変
動
適
応

第
二
十
七
条　

市
は
、
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
、
気
候
の
変
動
に
よ
る
影
響
に
係
る
被
害
の
最
小
化
及
び
回
避
並
び
に
気

候
の
変
動
に
よ
る
影
響
の
効
果
的
な
活
用
の
両
面
か
ら
気
候
変
動
適
応
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

事
業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
に
及
ぶ
気
候
の
変
動
に
よ
る
影
響
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
気
候
変
動
適
応
に
関
す

る
知
識
及
び
技
能
の
習
得
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

市
民
等
は
、
そ
の
日
常
生
活
に
及
ぶ
気
候
の
変
動
に
よ
る
影
響
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
気
候
変
動
適
応
に
関
す

る
知
識
の
習
得
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
章　

雑
則

（
報
告
の
徴
収
等
）
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第
二
十
八
条　

市
長
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
計
画
書
提
出
特
定
事
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
に

対
し
、
こ
の
条
例
に
基
づ
く
必
要
な
措
置
の
実
施
状
況
そ
の
他
の
必
要
な
事
項
に
関
し
報
告
又
は
資
料
の
提
出
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
立
入
調
査
）

第
二
十
九
条　

市
長
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
そ
の
職
員
に
、
計
画
書
提
出
特
定
事
業
者
そ
の

他
の
関
係
者
の
同
意
を
得
て
、
当
該
者
に
係
る
事
業
所
そ
の
他
の
場
所
に
立
ち
入
り
、
必
要
な
調
査
を
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。

２　

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
調
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明
書
を
携
帯
し
、
関
係
者
の
請
求
が
あ
っ
た

と
き
は
、
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
勧
告
）

第
三
十
条　

市
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ

と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

第
十
条
第
一
項
若
し
く
は
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
て
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
書
を
提
出
せ
ず
、
又
は

第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
て
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
報
告
書
を
提
出
し
な
か
っ
た
者

二　

事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
計
画
書
又
は
事
業
者
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
報
告
書
に
虚
偽
の
記
載
を
し
て
提
出
し
た

者
三　

第
二
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
若
し
く
は
資
料
の
提
出
を

し
た
者

（
公
表
）

第
三
十
一
条　

市
長
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
者
が
、
当
該
勧
告
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事

項
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一　

当
該
勧
告
を
受
け
た
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務

所
の
所
在
地
）

二　

公
表
の
原
因
と
な
る
事
実

２　

市
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
公
表
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
公
表
の
対
象
と
な
る
者
に
、
あ
ら
か
じ
め
、

意
見
を
述
べ
る
機
会
を
与
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
気
事
業
者
等
の
協
力
）

第
三
十
二
条　

市
長
は
、
電
気
事
業
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
七
十
号
）
第
二
条
第
一
項
第
十
七
号
に
規
定
す
る
電

気
事
業
者
及
び
ガ
ス
事
業
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
五
十
一
号
）
第
二
条
第
十
二
項
に
規
定
す
る
ガ
ス
事
業
者
（
本

市
の
区
域
内
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
し
て
い
る
も
の
に
限
る
。）
に
対
し
、
本
市
の
区
域
内
に
お
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

供
給
量
そ
の
他
の
地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
委
任
）

第
三
十
三
条　

こ
の
条
例
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
市
長
が
定
め
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由
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地
球
温
暖
化
対
策
等
の
推
進
に
関
し
、
基
本
理
念
、
市
、
事
業
者
及
び
市
民
等
の
責
務
、
特
定
事
業
者
の
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
の
量
の
削
減
に
係
る
計
画
書
の
提
出
義
務
等
を
定
め
る
等
の
た
め
、
新
た
に
条
例
を
制
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

12



第
八
十
九
号
議
案

仙
台
市
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
仙
台
市
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

仙
台
市
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
仙
台
市
条
例
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
五
条
中
「
第
十
六
条
第
二
号
」
を
「
第
十
六
条
第
一
号
」
に
改
め
る
。

（
職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

職
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
七
年
仙
台
市
条
例
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
条
第
二
項
中
「
、
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
、「
左
の
各
号
の
一
」
を
「
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
、

同
項
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
、「
第

十
六
条
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
若
し
く
は
」
を
「
第
十
六
条
各
号
又
は
」
に
、「
場
合
に
は
、
同
項
」
を
「
と
き
は
、

前
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
外
」
を
「
ほ
か
」
に
改
め
、

同
条
第
六
項
中
「
、
第
四
項
及
び
第
五
項
」
を
「
及
び
前
二
項
」
に
、「
以
下
本
条
」
を
「
次
項
」
に
、「
第
四
条
第
三
項
」

を
「
次
条
第
三
項
」
に
、「
取
消
さ
れ
、
ま
た
は
」
を
「
取
り
消
さ
れ
、
又
は
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
中
「
ま
た
は
」

を
「
又
は
」
に
改
め
る
。

（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
三
条　

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
仙
台
市
条
例
第
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
五
第
一
項
中
「
、
若
し
く
は
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り

失
職
し
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
、
若
し
く
は
失
職
し
」
を
削
る
。

第
十
九
条
の
六
第
二
号
中
「（
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
失
職
し
た
職
員
を
除
く
。）」
を
削
る
。

第
二
十
条
第
一
項
中
「
、
若
し
く
は
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
失
職

し
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
、
若
し
く
は
失
職
し
」
を
削
る
。

（
技
能
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
四
条　

技
能
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
仙
台
市
条
例
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
三
条
第
一
項
中
「
、
若
し
く
は
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
法
第
二
十
八
条
第
四

項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
」
を
削
る
。

（
仙
台
市
職
員
退
職
手
当
条
例
の
一
部
改
正
）

第
五
条　

仙
台
市
職
員
退
職
手
当
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
仙
台
市
条
例
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「（
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）」
を
削
る
。

附
則
第
二
十
一
項
中
「
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
三
項
中
「
平
成
三
十
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。
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（
仙
台
市
立
学
校
職
員
退
職
手
当
条
例
の
一
部
改
正
）

第
六
条　

仙
台
市
立
学
校
職
員
退
職
手
当
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
仙
台
市
条
例
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
条
第
一
項
第
二
号
中
「（
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）」
を
削
る
。

（
仙
台
市
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
）

第
七
条　

仙
台
市
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
仙
台
市
条
例
第
七
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
三
条
第
一
項
中
「
、
若
し
く
は
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
同
法
第

二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
」
を
削
る
。

附　

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
前
に
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適

正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
三
十
七
号
）
第
四
十
四
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
前
の
地
方
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
一
号
。
以
下
「
旧
地
方
公
務
員
法
」
と
い
う
。）
第

十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
旧
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
失
職
し
た
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
適
用
を
受
け
る
職
員
に
係
る
期
末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後

の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
第
十
九
条
の
五
第
一
項
及
び
第
四
項
、
第
十
九
条
の
六
第
二
号
（
同
条
例
第
二
十
条
第

五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
並
び
に
第
二
十
条
第
一
項
及
び
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
技
能
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

３　

施
行
日
前
に
旧
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
旧
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
失
職
し
た
技
能
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
に
係
る
期
末
手
当

及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
技
能
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す

る
条
例
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
仙
台
市
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

４　

施
行
日
前
に
旧
地
方
公
務
員
法
第
十
六
条
第
一
号
に
該
当
し
て
旧
地
方
公
務
員
法
第
二
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ

り
失
職
し
た
仙
台
市
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準
に
関
す
る
条
例
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
職
員
に
係
る
期

末
手
当
及
び
勤
勉
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
仙
台
市
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及

び
基
準
に
関
す
る
条
例
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

理　

由

地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴
い
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
等
の
た
め
、現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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第
九
十
号
議
案

市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

市
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
仙
台
市
条
例
第
三
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
十
項
中「
平
成
三
十
二
年
三
月
三
十
一
日
」を「
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
」に
改
め
、「
百
分
の
七
」の
下
に「（
令

和
元
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
百
分
の
二
十
七
）」
を
、「
百
分
の
五
」
の

下
に
「（
令
和
元
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
一
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
は
、
百
分
の
十
五
）」
を
加
え
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

道
路
照
明
灯
に
係
る
電
力
契
約
に
お
け
る
不
適
切
な
事
務
を
踏
ま
え
、
令
和
元
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
一
月
三

十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
市
長
及
び
副
市
長
の
給
料
月
額
を
減
額
す
る
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が

あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。15



第
九
十
一
号
議
案

仙
台
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
一
条　

仙
台
市
市
税
条
例
（
昭
和
四
十
年
仙
台
市
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
四
条
第
八
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
八
項
本
文
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
九
項
本
文
」
に
改
め
、
同
条

第
九
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
第
一
号
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
三
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十

項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
第
二
号
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
三
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項

中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
第
三
号
」を「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
三
項
第
三
号
」に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
中「
附

則
第
十
五
条
第
三
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
八
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四

十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
四
項
」
を
「
附

則
第
十
五
条
第
四
十
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
五
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四

十
七
項
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
五
項
中
「
仮
換
地
等
納
税
義
務
者
」
を
「
特
定
仮
換
地
等
納
税
義
務
者
」
に
改
め
る
。

附
則
第
二
十
七
項
中
「
平
成
三
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

附
則
第
三
十
六
項
中
「
車
両
番
号
の
指
定
」
の
下
に
「（
以
下
「
初
回
車
両
番
号
指
定
」
と
い
う
。）」
を
加
え
る
。

附
則
第
三
十
七
項
中
「
附
則
第
三
十
条
第
三
項
各
号
」
を
「
附
則
第
三
十
条
第
二
項
各
号
」
に
、「
平
成
二
十
八
年

四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
」
を
「
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
」
に
、「
初
め
て
車
両
番
号
指
定
」
を
「
初
回
車
両
番
号
指
定
」
に
、「
、
平
成
二
十
九
年
度
分
」
を
「
令
和
二
年

度
分
」
に
改
め
、「
軽
自
動
車
税
」
の
下
に
「
の
種
別
割
」
を
、「
限
り
」
の
下
に
「
、
当
該
軽
自
動
車
が
令
和
二
年
四

月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
三
年
度
分
の
軽
自

動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
」
を
加
え
る
。

附
則
第
三
十
八
項
の
表
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

38　

法
附
則
第
三
十
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
法
第
四
百
四
十
六
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車

（
次
項
に
お
い
て
「
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
」
と
い
う
。）
の
う
ち
、
三
輪
以
上
の
も
の
に
対
す
る
第
三
十
四
条
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
が
平
成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
二
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
当
該
ガ
ソ

リ
ン
軽
自
動
車
が
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た

場
合
に
は
令
和
三
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中

欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

附
則
第
三
十
九
項
の
表
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

39　

法
附
則
第
三
十
条
第
四
項
各
号
に
掲
げ
る
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
の
う
ち
三
輪
以
上
の
も
の
（
前
項
の
規
定
の
適
用

を
受
け
る
も
の
を
除
く
。）
に
対
す
る
第
三
十
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
が
平

成
三
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和

二
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
当
該
ガ
ソ
リ
ン
軽
自
動
車
が
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
三
年
三

17



月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
三
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限

り
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る

字
句
と
す
る
。

附
則
中
第
四
十
項
か
ら
第
四
十
二
項
ま
で
を
削
り
、
第
四
十
三
項
を
第
四
十
項
と
し
、
第
四
十
四
項
を
第
四
十
一
項

と
し
、
第
四
十
五
項
を
第
四
十
二
項
と
す
る
。

第
二
条　

仙
台
市
市
税
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
中
第
四
十
二
項
を
第
四
十
三
項
と
し
、
第
四
十
一
項
を
第
四
十
二
項
と
し
、
第
四
十
項
を
第
四
十
一
項
と
し
、

第
三
十
九
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

40　

法
附
則
第
三
十
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
の
う
ち
、
自
家
用
の
乗
用
の
も
の
に
対
す
る
第

三
十
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
軽
自
動
車
が
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は
令
和
四
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
当
該
軽
自

動
車
が
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
初
回
車
両
番
号
指
定
を
受
け
た
場
合
に
は

令
和
五
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
限
り
、
附
則
第
三
十
七
項
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
同
条
の
規
定
中
同
表

の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

附　

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
軽
自
動
車
税
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２　

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
仙
台
市
市
税
条
例
附
則
第
三
十
七
項
か
ら
第
三
十
九
項
ま
で
の
規
定
は
、
令
和
二

年
度
以
後
の
年
度
分
の
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

理　

由

地
方
税
法
の
改
正
を
考
慮
し
三
輪
以
上
の
軽
自
動
車
に
対
す
る
軽
自
動
車
税
の
種
別
割
の
税
率
の
特
例
を
定
め
る
と
と

も
に
、
対
象
施
設
等
に
係
る
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
課
税
免
除
の
要
件
で
あ
る
設
置
期
間
を
延
長
す
る
等
の
た

め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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第
九
十
二
号
議
案

仙
台
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
印
鑑
条
例
（
昭
和
五
十
二
年
仙
台
市
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
第
二
項
第
一
号
中
「
、
名
」
の
下
に
「
、
旧
氏
（
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
二
百
九

十
二
号
）
第
三
十
条
の
十
三
に
規
定
す
る
旧
氏
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
及
び
名
、
旧
氏
」
を
加
え
、「
住
民
基
本
台
帳
法

施
行
令
（
昭
和
四
十
二
年
政
令
第
二
百
九
十
二
号
）
第
三
十
条
の
二
十
六
第
一
項
」
を
「
同
令
第
三
十
条
の
十
六
第
一
項
」

に
、「
記
載
さ
れ
て
い
る
」
を
「
記
録
さ
れ
て
い
る
」
に
改
め
、「
及
び
名
」
の
下
に
「
若
し
く
は
旧
氏
及
び
名
」
を
加
え
、

同
項
第
二
号
中
「
そ
の
他
氏
名
」
の
下
に
「
、
氏
、
名
、
旧
氏
及
び
名
、
旧
氏
」
を
加
え
る
。

第
六
条
第
一
項
第
四
号
中
「
外
国
人
住
民
に
あ
っ
て
は
、
通
称
又
は
氏
名
の
片
仮
名
表
記
を
含
む
」
を
「
住
民
票
に
旧

氏
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
氏
名
及
び
当
該
旧
氏
、
住
民
票
に
通
称
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は

氏
名
及
び
当
該
通
称
、
住
民
票
に
氏
名
の
片
仮
名
表
記
が
記
録
さ
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
氏
名
及
び
当
該
氏
名
の
片

仮
名
表
記
。
第
十
二
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
第
一
項
中
「（
外
国
人
住
民
に
あ
っ
て
は
、
通
称
又
は
氏
名
の
片
仮
名
表
記
を
含
む
。）」
を
削
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
元
年
十
一
月
五
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
の
改
正
を
考
慮
し
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
旧
氏
に
係
る
印
鑑
の
登
録
に
関
し
必

要
な
事
項
を
定
め
る
と
と
も
に
、
同
政
令
の
改
正
に
伴
い
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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第
九
十
三
号
議
案

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四
十
九
年
仙
台
市
条
例
第
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
五
章　

雑
則
（
第
十
六
条
）」
を

「
第
五
章　

仙
台
市
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査
委
員
会
（
第
十
六
条
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
改
め
る
。

第
六
章　

雑
則
（
第
十
七
条
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」	

第
十
六
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

第
五
章
を
第
六
章
と
し
、
第
四
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
五
章　

仙
台
市
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査
委
員
会

第
十
六
条　

法
第
十
八
条
の
審
議
会
そ
の
他
の
合
議
制
の
機
関
と
し
て
、
仙
台
市
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査
委
員
会
（
以

下
こ
の
条
に
お
い
て
「
委
員
会
」
と
い
う
。）
を
置
く
。

２　

委
員
会
は
、
市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
調
査
審
議
す
る
。

一　

災
害
弔
慰
金
及
び
災
害
障
害
見
舞
金
の
支
給
の
要
否
に
関
す
る
こ
と

二　

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
災
害
弔
慰
金
及
び
災
害
障
害
見
舞
金
の
支
給
に
関
し
必
要
な
事
項

３　

委
員
会
は
、
委
員
七
人
以
内
で
組
織
す
る
。

４　

委
員
は
、
次
に
掲
げ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
市
長
が
委
嘱
し
、
又
は
任
命
す
る
。

一　

医
師

二　

弁
護
士

三　

前
二
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、
市
長
が
適
当
と
認
め
る
者

５　

委
員
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
た
だ
し
、
補
欠
の
委
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間
と
す
る
。

６　

委
員
は
、
再
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

７　

第
三
項
か
ら
前
項
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
員
会
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め

る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
の
改
正
を
考
慮
し
、
仙
台
市
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査
委
員
会
を
設
置
す
る
た

め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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第
九
十
四
号
議
案

仙
台
市
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
条
例
（
昭
和
六
十
三
年
仙
台
市
条
例
第
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
一
条
第
二
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一　

精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
年
金
の
受
領
及
び
管
理
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思

疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者

二　

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

附　

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

年
金
管
理
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
の
範
囲
を
改
め
る
と
と
も
に
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め
、
現
行
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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第
九
十
五
号
議
案

仙
台
市
が
設
置
す
る
専
用
水
道
に
置
く
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
が
設
置
す
る
専
用
水
道
に
置
く
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
が
設
置
す
る
専
用
水
道
に
置
く
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
仙
台
市
条
例
第
六

十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
第
六
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
」
に
、「
同
項
」
を
「
同
条
」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

水
道
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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第
九
十
六
号
議
案

仙
台
市
特
例
児
童
扶
養
資
金
に
係
る
貸
付
金
の
償
還
の
免
除
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
特
例
児
童
扶
養
資
金
に
係
る
貸
付
金
の
償
還
の
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
特
例
児
童
扶
養
資
金
に
係
る
貸
付
金
の
償
還
の
免
除
に
関
す
る
条
例（
平
成
十
五
年
仙
台
市
条
例
第
四
十
七
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

題
名
中
「
特
例
児
童
扶
養
資
金
」
の
下
に
「
等
」
を
加
え
る
。

第
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
趣
旨
）

第
一
条　

こ
の
条
例
は
、
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
の
規
定
に
基
づ

き
、
特
例
児
童
扶
養
資
金
等
に
係
る
貸
付
金
の
償
還
の
免
除
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
条
中
「
特
例
児
童
扶
養
資
金
」
の
下
に
「（
児
童
扶
養
手
当
法
施
行
令
及
び
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
の
一

部
を
改
正
す
る
政
令（
平
成
十
四
年
政
令
第
二
百
七
号
）附
則
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
例
児
童
扶
養
資
金
を
い
う
。）

又
は
母
子
臨
時
児
童
扶
養
等
資
金
（
母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
百
二
十
四

号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）
附
則
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
母
子
臨
時
児
童
扶
養
等
資
金
を
い
う
。）」
を
加
え
、「
母

子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
百
二
十
四
号
）」
を
「
令
」
に
、「
当
該
」
を
「
こ

れ
ら
の
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

前
項
の
規
定
は
、
令
附
則
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
父
子
臨
時
児
童
扶
養
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
た
者
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
令
第
二
十
二
条
」
と
あ
る
の
は
「
令
第
三
十
一
条
の
七
に
お
い
て
読
み

替
え
て
準
用
す
る
令
第
二
十
二
条
」
と
、「
こ
れ
ら
の
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦
福
祉
法
施
行
令
の
改
正
を
考
慮
し
、
償
還
未
済
額
の
一
部
の
償
還
を
免
除
す
る
こ
と
が
で

き
る
貸
付
金
に
母
子
臨
時
児
童
扶
養
等
資
金
等
に
係
る
貸
付
金
を
加
え
る
と
と
も
に
、
条
例
の
題
名
を
仙
台
市
特
例
児
童

扶
養
資
金
等
に
係
る
貸
付
金
の
償
還
の
免
除
に
関
す
る
条
例
に
改
め
る
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。27



第
九
十
七
号
議
案

仙
台
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
及
び
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
及
び
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
及
び
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平

成
二
十
六
年
仙
台
市
条
例
第
四
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
三
項
中
「
修
了
し
た
も
の
」
の
下
に
「（
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
と
し
て
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
に
従
事
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
（
当
該
日
が
二
以
上
あ
る
と
き
は
、
最
も
遅
い
日
）
か
ら
二
十
四
月
（
月
の
初

日
か
ら
末
日
ま
で
の
期
間
の
全
日
数
に
わ
た
っ
て
従
事
し
な
い
月
が
あ
る
と
き
は
、
二
十
四
月
に
そ
の
月
数
を
加
え
た
月

数
）
を
経
過
す
る
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で
に
修
了
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
者
を
含
む
。）」
を
加
え
る
。

第
十
四
条
第
二
項
第
二
号
中
「
第
三
十
四
条
の
二
十
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
三
十
四
条
の
二
十
第
一
項
第
三
号
」
に

改
め
る
。附　

則

（
施
行
期
日
等
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
十
四
条
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行

す
る
。

２　

改
正
後
の
第
四
条
第
三
項
の
規
定
は
、
平
成
三
十
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

理　

由

児
童
福
祉
法
の
改
正
を
考
慮
し
一
定
の
要
件
を
満
た
す
者
で
あ
っ
て
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
に
従
事
す
る
こ
と
と

な
っ
た
日
か
ら
二
十
四
月
を
経
過
す
る
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日
ま
で
に
都
道
府
県
知
事
等
が
行
う
研
修
を
修
了
す
る
こ

と
を
予
定
し
て
い
る
も
の
を
放
課
後
児
童
支
援
員
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
同
法
の
改
正
に
伴
い

所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る

理
由
で
あ
る
。
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第
九
十
八
号
議
案

仙
台
市
児
童
福
祉
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
児
童
福
祉
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
児
童
福
祉
施
設
条
例
（
昭
和
四
十
三
年
仙
台
市
条
例
第
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
保
育
所
仙
台
市
鶴
ケ
谷
保
育
所
の
項
及
び
保
育
所
仙
台
市
吉
成
保
育
所
の
項
を
削
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
市
長
が
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

鶴
ケ
谷
保
育
所
及
び
吉
成
保
育
所
を
廃
止
す
る
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の

条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。

31



第
九
十
九
号
議
案

仙
台
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

仙
台
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
六
年

仙
台
市
条
例
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
」
を
「
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
並
び
に
特
定
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
施
設
等
の
運
営
に
関
す
る
基
準
」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
の
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を

行
う
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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第
百
号
議
案

仙
台
市
営
住
宅
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
営
住
宅
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
仙
台
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
）

第
一
条　

仙
台
市
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
仙
台
市
条
例
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
十
二
条
の
二
」
を
「
第
十
二
条
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
二
項
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
第
四
号
を
第
三
号
と
し
、
同
条
第
四
項
を
削
り
、
同

条
第
五
項
中
「
第
三
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
中
第
六
項
を
第
五
項
と
し
、
第
七

項
を
第
六
項
と
す
る
。

第
十
二
条
第
二
項
を
削
る
。

第
十
二
条
の
二
を
削
る
。

第
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
遅
延
損
害
金
）

第
十
七
条
の
二　

入
居
者
は
、
納
付
期
限
ま
で
に
家
賃
を
納
付
し
な
い
と
き
は
、
当
該
家
賃
の
額
に
つ
き
法
定
利
率
で

納
付
期
限
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
そ
の
完
納
の
日
ま
で
の
日
数
に
よ
っ
て
計
算
し
た
額
に
相
当
す
る
遅
延
損
害
金
を

納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
家
賃
の
額
が
二
千
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２　

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
家
賃
の
一
部
に
つ
き
納
付
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
納
付
の
日
以
降
の
期
間
に
係
る
遅

延
損
害
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
家
賃
の
額
は
、
そ
の
納
付
の
あ
っ
た
家
賃
の
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

３　

遅
延
損
害
金
の
計
算
に
お
い
て
、
前
二
項
の
家
賃
の
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
は
、
切

り
捨
て
る
。

４　

前
三
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
遅
延
損
害
金
の
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
は
、
切
り

捨
て
る
。

５　

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
遅
延
損
害
金
の
額
が
千
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
入
居
者
は
、
そ
の
遅
延
損
害
金
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

６　

市
長
は
、
第
十
六
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一
項
か

ら
第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
遅
延
損
害
金
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
八
条
中
第
五
項
を
第
六
項
と
し
、
第
四
項
を
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、

同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
に
規
定
す
る
」
を
削
り
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
未
納
の
家
賃
、
割

増
賃
料
又
は
」
を
「
賃
貸
借
に
基
づ
い
て
生
じ
た
金
銭
の
給
付
を
目
的
と
す
る
債
務
の
不
履
行
が
あ
る
と
き
は
敷
金
を

そ
の
債
務
の
弁
済
に
充
て
、」
に
、「
、
敷
金
」
を
「
敷
金
」
に
、「
こ
れ
ら
」
を
「
そ
の
損
害
賠
償
金
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

市
長
は
、
入
居
者
が
賃
貸
借
に
基
づ
い
て
生
じ
た
金
銭
の
給
付
を
目
的
と
す
る
債
務
を
履
行
し
な
い
と
き
は
、
敷

金
を
そ
の
債
務
の
弁
済
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
入
居
者
は
、
市
長
に
対
し
、
敷
金
を
そ

の
債
務
の
弁
済
に
充
て
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
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第
二
十
条
第
一
項
中
「（
畳
の
表
替
え
、
錠
の
交
換
、
汚
損
壁
面
の
修
復
、
破
損
ガ
ラ
ス
の
取
替
え
等
の
軽
微
な
修

繕
及
び
給
水
栓
、
点
滅
器
そ
の
他
附
帯
施
設
の
構
造
上
重
要
で
な
い
部
分
の
修
繕
に
要
す
る
費
用
を
除
く
。）」を
削
り
、

同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
畳
の
表
替
え
、
錠
の
交
換
、
汚
損
壁
面
の
修
復
、
破
損
ガ
ラ
ス
の
取
替
え
等
の
軽
微
な
修
繕
及
び
給
水

栓
、
点
滅
器
そ
の
他
附
帯
施
設
の
構
造
上
重
要
で
な
い
部
分
の
修
繕
に
要
す
る
費
用
（
修
繕
を
要
す
る
状
態
と
な
っ

た
理
由
及
び
必
要
な
修
繕
の
程
度
を
考
慮
し
て
入
居
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
市
長
が
認
め
る
も
の

を
除
く
。）
は
、
入
居
者
の
負
担
と
す
る
。

第
二
十
条
第
三
項
中
「
第
一
項
の
」
を
削
り
、「
同
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
一
条
第
二
項
を
削
る
。

第
三
十
条
第
四
項
及
び
第
三
十
三
条
第
三
項
中
「
第
十
六
条
及
び
」
を
「
第
十
六
条
、」
に
改
め
、「
ま
で
」
の
下
に

「
及
び
第
十
七
条
の
二
」
を
加
え
る
。

第
三
十
六
条
第
一
項
中
「
第
十
八
条
第
三
項
」
を
「
第
十
八
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
四
十
一
条
第
一
項
中
「
第
二
十
一
条
第
一
項
各
号
」
を
「
第
二
十
一
条
各
号
」
に
改
め
る
。

第
四
十
二
条
第
一
項
第
六
号
中
「
か
ら
第
十
二
条
の
二
ま
で
」
を
「
、
第
十
二
条
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
年

五
分
の
割
合
」
を
「
法
定
利
率
」
に
改
め
、「
定
め
る
額
の
金
銭
を
」
の
下
に
「
損
害
賠
償
金
と
し
て
」
を
加
え
、
同

条
第
四
項
中
「
金
銭
を
」
の
下
に
「
損
害
賠
償
金
と
し
て
」
を
加
え
る
。

第
四
十
六
条
中
「
第
十
七
条
か
ら
」
を
「
第
十
七
条
、
第
十
八
条
か
ら
」
に
改
め
る
。

第
五
十
五
条
中
「
第
十
六
条
、
第
十
七
条
」
を
「
第
十
六
条
か
ら
第
十
七
条
の
二
ま
で
」
に
、「
使
用
者
」
を
「
第

五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
使
用
者
」
に
改
め
、「
使
用
し
た
」
と
」
の
下
に
「
、
第
十
七
条
の
二
第
六
項
中
「
第

十
六
条
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
十
五
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
六
条
第
一
項
各
号
」
と
」

を
加
え
る
。

（
仙
台
市
仙
台
駅
東
再
開
発
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
）

第
二
条　

仙
台
市
仙
台
駅
東
再
開
発
住
宅
条
例
（
平
成
五
年
仙
台
市
条
例
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

七
条
第
一
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
第
三
号
を
第
二
号
と
し
、
同
条
第
三
項
中「
第
二
項
」

を
「
前
項
」
に
改
め
る
。

第
七
条
の
四
を
削
る
。

第
九
条
第
四
項
中
「
入
居
者
」
の
下
に
「（
仮
入
居
者
を
除
く
。
次
項
、
次
条
、
第
十
条
、
第
十
二
条
、
第
十
六
条
、

第
十
七
条
、
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
、
第
二
十
一
条
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
三
十
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を

加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
遅
延
損
害
金
）

第
九
条
の
二　

入
居
者
は
、
納
付
期
限
ま
で
に
使
用
料
を
納
付
し
な
い
と
き
は
、
当
該
使
用
料
の
額
に
つ
き
法
定
利
率

で
納
付
期
限
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
そ
の
完
納
の
日
ま
で
の
日
数
に
よ
っ
て
計
算
し
た
額
に
相
当
す
る
遅
延
損
害
金

を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
使
用
料
の
額
が
二
千
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２　

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
使
用
料
の
一
部
に
つ
き
納
付
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
納
付
の
日
以
降
の
期
間
に
係
る

遅
延
損
害
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
使
用
料
の
額
は
、
そ
の
納
付
の
あ
っ
た
使
用
料
の
額
を
控
除
し
た
額
と
す
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る
。

３　

遅
延
損
害
金
の
計
算
に
お
い
て
、
前
二
項
の
使
用
料
の
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
は
、

切
り
捨
て
る
。

４　

前
三
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
遅
延
損
害
金
の
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
は
、
切
り

捨
て
る
。

５　

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
遅
延
損
害
金
の
額
が
千
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
入
居
者
は
、
そ
の
遅
延
損
害
金
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

６　

市
長
は
、
第
十
二
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一
項
か
ら
第
四

項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
遅
延
損
害
金
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
」
を
削
り
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
未
納
の
使
用
料
、

割
増
使
用
料
又
は
」
を
「
賃
貸
借
に
基
づ
い
て
生
じ
た
金
銭
の
給
付
を
目
的
と
す
る
債
務
の
不
履
行
が
あ
る
と
き
は
敷

金
を
そ
の
債
務
の
弁
済
に
充
て
、」
に
、「
、
敷
金
」
を
「
敷
金
」
に
、「
こ
れ
ら
」
を
「
そ
の
損
害
賠
償
金
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

市
長
は
、
入
居
者
が
賃
貸
借
に
基
づ
い
て
生
じ
た
金
銭
の
給
付
を
目
的
と
す
る
債
務
を
履
行
し
な
い
と
き
は
、
敷

金
を
そ
の
債
務
の
弁
済
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
入
居
者
は
、
市
長
に
対
し
、
敷
金
を
そ

の
債
務
の
弁
済
に
充
て
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
を
除
く
」
を
「（
修
繕
を
要
す
る
状
態
と
な
っ
た
理
由
及
び
必
要
な
修
繕
の
程
度

を
考
慮
し
て
入
居
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
市
長
が
認
め
る
も
の
を
除
く
。）
は
、
入
居
者
の
負
担
と

す
る
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
三
項
中
「
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
九
条
の
二
」
を
加
え
る
。

第
二
十
四
条
中
「
第
五
項
を
除
く
。）」
の
下
に
「
、
第
九
条
の
二
」
を
加
え
、「
、「
入
居
者
」
と
あ
る
の
は
「
使
用

者
」
と
」
を
削
り
、「
同
条
第
四
項
中
」
の
下
に
「「
入
居
者
（
仮
入
居
者
を
除
く
。
次
項
、
次
条
、
第
十
条
、
第
十
二

条
、
第
十
六
条
、
第
十
七
条
、
第
十
九
条
第
一
項
第
二
号
、
第
二
十
一
条
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
三
十
条
に
お

い
て
同
じ
。）」
と
あ
り
、
並
び
に
第
九
条
の
二
第
一
項
及
び
第
五
項
、
第
十
二
条
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
並
び
に
第

十
五
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
中「
入
居
者
」と
あ
る
の
は「
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
使
用
者
」と
、

第
九
条
第
四
項
中
」
を
、「
使
用
し
た
」
と
」
の
下
に
「
、
第
九
条
の
二
第
六
項
中
「
第
十
二
条
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第

二
十
四
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
二
条
各
号
」
と
」
を
加
え
る
。

（
仙
台
市
新
田
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
）

第
三
条　

仙
台
市
新
田
住
宅
条
例
（
平
成
二
十
二
年
仙
台
市
条
例
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
遅
延
損
害
金
）

第
十
一
条
の
二　

入
居
者
は
、
納
付
期
限
ま
で
に
新
田
住
宅
の
使
用
料
を
納
付
し
な
い
と
き
は
、
当
該
新
田
住
宅
の
使

用
料
の
額
に
つ
き
法
定
利
率
で
納
付
期
限
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
そ
の
完
納
の
日
ま
で
の
日
数
に
よ
っ
て
計
算
し
た

額
に
相
当
す
る
遅
延
損
害
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
新
田
住
宅
の
使
用
料
の
額
が
二
千
円

未
満
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２　

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
新
田
住
宅
の
使
用
料
の
一
部
に
つ
き
納
付
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
納
付
の
日
以
降
の
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期
間
に
係
る
遅
延
損
害
金
の
額
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
新
田
住
宅
の
使
用
料
の
額
は
、
そ
の
納
付
の
あ
っ
た
新
田
住

宅
の
使
用
料
の
額
を
控
除
し
た
額
と
す
る
。

３　

遅
延
損
害
金
の
計
算
に
お
い
て
、
前
二
項
の
新
田
住
宅
の
使
用
料
の
額
に
千
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ

の
端
数
は
、
切
り
捨
て
る
。

４　

前
三
項
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
遅
延
損
害
金
の
額
に
百
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
は
、
切
り

捨
て
る
。

５　

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
遅
延
損
害
金
の
額
が
千
円
未
満
で
あ
る
と
き
は
、
第
一
項
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
入
居
者
は
、
そ
の
遅
延
損
害
金
を
納
付
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

６　

市
長
は
、
第
十
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
第
一
項
か
ら

第
四
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
遅
延
損
害
金
を
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
の
」
を
削
り
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
未
納
の
新
田

住
宅
の
使
用
料
又
は
」
を
「
賃
貸
借
に
基
づ
い
て
生
じ
た
金
銭
の
給
付
を
目
的
と
す
る
債
務
の
不
履
行
が
あ
る
と
き
は

敷
金
を
そ
の
債
務
の
弁
済
に
充
て
、」
に
、「
、
敷
金
」
を
「
敷
金
」
に
、「
こ
れ
ら
」
を
「
そ
の
損
害
賠
償
金
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

市
長
は
、
入
居
者
が
賃
貸
借
に
基
づ
い
て
生
じ
た
金
銭
の
給
付
を
目
的
と
す
る
債
務
を
履
行
し
な
い
と
き
は
、
敷

金
を
そ
の
債
務
の
弁
済
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
入
居
者
は
、
市
長
に
対
し
、
敷
金
を
そ

の
債
務
の
弁
済
に
充
て
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
十
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
費
用
」
の
下
に
「（
修
繕
を
要
す
る
状
態
と
な
っ
た
理
由
及
び
必
要
な
修
繕
の
程

度
を
考
慮
し
て
入
居
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
市
長
が
認
め
る
も
の
を
除
く
。）」
を
加
え
る
。

第
十
八
条
第
三
項
中
「
年
五
分
の
割
合
」
を
「
法
定
利
率
」
に
改
め
、「
定
め
る
額
の
金
銭
を
」
の
下
に
「
損
害
賠

償
金
と
し
て
」
を
加
え
、
同
条
第
四
項
中
「
金
銭
を
」
の
下
に
「
損
害
賠
償
金
と
し
て
」
を
加
え
る
。

第
二
十
三
条
中
「
第
十
条
、
第
十
一
条
」
を
「
第
十
条
か
ら
第
十
一
条
の
二
ま
で
」
に
改
め
、「「
新
田
住
宅
」
と
あ

る
の
は
「
新
田
住
宅
駐
車
場
」
と
」
の
下
に
「
、「
入
居
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
使
用

者
」
と
」
を
、「
使
用
し
た
」
と
」
の
下
に
「
、
第
十
一
条
の
二
第
六
項
中
「
第
十
条
第
一
項
各
号
」
と
あ
る
の
は
「
第

二
十
三
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
十
条
第
一
項
各
号
」
と
」
を
加
え
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

民
法
の
改
正
を
考
慮
し
入
居
許
可
者
等
が
一
定
の
者
を
連
帯
保
証
人
と
す
る
保
証
書
等
の
提
出
義
務
を
負
わ
な
い
こ
と

と
す
る
と
と
も
に
市
営
住
宅
等
の
軽
微
な
修
繕
等
に
要
す
る
費
用
の
う
ち
入
居
者
に
負
担
さ
せ
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と

市
長
が
認
め
る
も
の
を
本
市
の
負
担
と
す
る
等
の
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の

条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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第
百
一
号
議
案

仙
台
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
一
条　

仙
台
市
手
数
料
条
例
（
昭
和
三
十
七
年
仙
台
市
条
例
第
二
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
七
第
二
項
中
「
係
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
」
の
下
に
「（
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に

規
定
す
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
中
第

六
項
を
第
八
項
と
し
、
第
五
項
を
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
係
る
申
請
」
の
下
に
「（
次
項
に
お
い
て
「
変
更

認
定
申
請
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
前
三
項
」
を
「
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、

同
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６　

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
変
更
認
定
申
請
に
係
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
に
法
第
二
十
九

条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
変
更

認
定
申
請
手
数
料
の
額
は
、
一
件
に
つ
き
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と

す
る
。

一　

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
に
記
載
さ
れ
た
建
築
物
に
つ
い
て
法
第
二
十
九
条
第
二
項
各
号
又
は

同
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
す
る
場
合
（
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）　

当
該
変
更
す
る
建
築

物
ご
と
に
前
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
の
合
計
額

二　

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
に
記
載
さ
れ
た
建
築
物
以
外
の
建
築
物
に
つ
い
て
法
第
二
十
九
条
第

三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
場
合
（
次
号
に
掲
げ
る
場
合
を
除
く
。）　

当
該
記
載
す
る
建
築
物
ご
と
に

第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
の
合
計
額

三　

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
に
記
載
さ
れ
た
建
築
物
に
つ
い
て
法
第
二
十
九
条
第
二
項
各
号
又
は

同
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
、
か
つ
、
当
該
建
築
物
以
外
の
建
築
物
に
つ
い
て
同
条
第
二
項
各
号

又
は
同
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
す
る
場
合　

イ
及
び
ロ
に
掲
げ
る
額
の
合
計
額

イ　

当
該
変
更
す
る
建
築
物
ご
と
に
前
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
の
合
計
額

ロ　

当
該
記
載
す
る
建
築
物
ご
と
に
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
の
合
計
額

第
二
条
の
七
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４　

前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
認
定
申
請
に
係
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
に
法
第
二
十
九
条

第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
認
定
申

請
手
数
料
の
額
は
、
一
件
に
つ
き
、
当
該
認
定
申
請
に
係
る
建
築
物
ご
と
に
前
三
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額

の
合
計
額
と
す
る
。

第
二
条
の
七
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

９　

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
三
十
二
条
に
規
定
す
る
認
定
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上
計
画
に
法

第
二
十
九
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向
上

計
画
軽
微
変
更
証
明
手
数
料
の
額
は
、
一
件
に
つ
き
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
軽
微
な
変
更
を
し
た
建
築
物
ご
と
に
前
項
の
規
定
に
準
じ
て
算
出
し
た
額
の
合
計
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額
と
す
る
。

第
二
条　

仙
台
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
の
七
第
一
項
中
「
第
二
十
九
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十

九
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
四
条
第
一
項
」
に
、「
第
三
十
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
」

に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
十
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
二
十
九

条
第
三
項
各
号
」
を
「
第
三
十
四
条
第
三
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
第
三
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十

六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
二
十
九
条
第
三
項
各
号
」
を
「
第
三
十
四
条
第
三
項
各
号
」
に
改
め
、

同
項
第
一
号
及
び
第
三
号
中
「
第
二
十
九
条
第
二
項
各
号
」
を
「
第
三
十
四
条
第
二
項
各
号
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項

中
「
第
三
十
条
第
二
項
（
法
第
三
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
二
項
（
法
第
三
十
六
条
第
二
項
」
に
改
め
、

同
条
第
九
項
中
「
第
三
十
二
条
」
を
「
第
三
十
七
条
」
に
、「
第
二
十
九
条
第
三
項
各
号
」
を
「
第
三
十
四
条
第
三
項

各
号
」
に
改
め
る
。

第
二
条
の
八
第
一
項
中
「
第
三
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
四
十
一
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
市
長
が
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
同
日
後
に
お
い
て
市
長
が
定
め
る

日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
の
改
正
を
考
慮
し
認
定
の
申
請
に
係
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
性
能
向
上
計
画
に
他
の
建
築
物
に
係
る
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
け
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
向

上
計
画
認
定
申
請
手
数
料
等
を
定
め
る
と
と
も
に
、
同
法
の
改
正
に
伴
い
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め
、
現
行
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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第
百
二
号
議
案

仙
台
市
道
路
占
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
道
路
占
用
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
道
路
占
用
料
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
仙
台
市
条
例
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
備
考
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
（
第
二
条
関
係
）

占　
　
　
　

用　
　
　
　

物　
　
　
　

件

占　
　
　
　
　
　

用　
　
　
　
　
　

料

単　

位

所　
　
　
　

在　
　
　
　

地

甲　
　
　
　
　

地

乙　
　

地

一　

級　

地

二　

級　

地

法
第
三
十
二

条
第
一
項
第

一
号
に
掲
げ

る
工
作
物

第
一
種
電
柱

一
本
に
つ

き
一
年

一
、
七
〇
〇

四
〇
〇

第
二
種
電
柱

二
、
六
〇
〇

六
一
〇

第
三
種
電
柱

三
、
五
〇
〇

八
三
〇

第
一
種
電
話
柱

一
、
五
〇
〇

三
六
〇

第
二
種
電
話
柱

二
、
四
〇
〇

五
七
〇

第
三
種
電
話
柱

三
、
三
〇
〇

七
八
〇

そ
の
他
の
柱
類

一
五
〇

三
六

共
架
電
線
そ
の
他
上
空
に
設

け
る
線
類

長
さ
一

メ
ー
ト
ル

に
つ
き
一

年

一
五

四

地
下
に
設
け
る
電
線
そ
の
他

の
線
類

九

二

路
上
に
設
け
る
変
圧
器

一
個
に
つ

き
一
年

一
、
五
〇
〇

三
五
〇

地
下
に
設
け
る
変
圧
器

占
用
面
積

一
平
方

メ
ー
ト
ル

に
つ
き
一

年

九
一
〇

二
一
〇

変
圧
塔
そ
の
他
こ
れ
に
類
す

る
も
の
及
び
公
衆
電
話
所

一
個
に
つ

き
一
年

三
、
〇
〇
〇

七
一
〇

郵
便
差
出
箱
及
び
信
書
便
差

出
箱

一
、
三
〇
〇

三
〇
〇
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広
告
塔

表
示
面
積

一
平
方

メ
ー
ト

ル
に
つ

き
一
年

一
五
、
〇
〇
〇

二
、
三
〇
〇

五
四
〇

そ
の
他
の
も
の

占
用
面
積

一
平
方

メ
ー
ト
ル

に
つ
き
一

年

三
、
〇
〇
〇

七
一
〇

法
第
三
十
二

条
第
一
項
第

二
号
に
掲
げ

る
物
件

外
径
が
〇
・
〇
七
メ
ー
ト
ル

未
満
の
も
の

長
さ
一

メ
ー
ト
ル

に
つ
き
一

年

六
四

一
五

外
径
が
〇
・
〇
七
メ
ー
ト
ル

以
上
〇
・
一
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の

九
一

二
一

外
径
が
〇
・
一
メ
ー
ト
ル
以

上
〇
・
一
五
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の

一
四
〇

三
二

外
径
が
〇
・
一
五
メ
ー
ト
ル

以
上
〇
・
二
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の

一
八
〇

四
三

外
径
が
〇
・
二
メ
ー
ト
ル
以

上
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
未
満
の

も
の

二
七
〇

六
四

外
径
が
〇
・
三
メ
ー
ト
ル
以

上
〇
・
四
メ
ー
ト
ル
未
満
の

も
の

三
六
〇

八
五

外
径
が
〇
・
四
メ
ー
ト
ル
以

上
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
未
満
の

も
の

六
四
〇

一
五
〇

外
径
が
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
以

上
一
メ
ー
ト
ル
未
満
の
も
の

九
一
〇

二
一
〇

外
径
が
一
メ
ー
ト
ル
以
上
の

も
の

一
、
八
〇
〇

四
三
〇

法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四
号

に
掲
げ
る
施
設

三
、
〇
〇
〇

七
一
〇
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法
第
三
十
二

条
第
一
項
第

五
号
に
掲
げ

る
施
設

地
下
街
及
び

地
下
室

階
数
が
一
の

も
の

占
用
面
積

一
平
方

メ
ー
ト
ル

に
つ
き
一

年

Ａ
に
〇
・
〇
〇
五
を
乗
じ
て
得
た
額

階
数
が
二
の

も
の

Ａ
に
〇
・
〇
〇
八
を
乗
じ
て
得
た
額

階
数
が
三
以

上
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
一
を
乗
じ
て
得
た
額

上
空
に
設
け
る
通
路

七
、
四
〇
〇

二
七
〇

地
下
に
設
け
る
通
路

四
、
四
〇
〇

一
六
〇

そ
の
他
の
も
の

三
、
〇
〇
〇

七
一
〇

法
第
三
十
二

条
第
一
項
第

六
号
に
掲
げ

る
施
設

祭
礼
、
縁
日
そ
の
他
の
催
し

に
際
し
、
一
時
的
に
設
け
る

も
の

占
用
面
積

一
平
方

メ
ー
ト
ル

に
つ
き
一

日

一
五
〇

二
三

五

そ
の
他
の
も
の

占
用
面
積

一
平
方

メ
ー
ト
ル

に
つ
き
一

月

一
、
五
〇
〇

二
三
〇

五
四

道
路
法
施
行

令
（
昭
和
二

十
七
年
政
令

第
四
百
七
十

九
号
。
以
下

看
板
（
ア
ー

チ
で
あ
る
も

の
を
除
く
。）

一
時
的
に
設

け
る
も
の

表
示
面
積

一
平
方

メ
ー
ト
ル

に
つ
き
一

月

一
、
五
〇
〇

二
三
〇

五
四

そ
の
他
の
も

の

表
示
面
積

一
平
方

メ
ー
ト
ル

に
つ
き
一

年

一
五
、
〇
〇
〇

二
、
三
〇
〇

五
四
〇

標
識

一
本
に
つ

き
一
年

二
、
四
〇
〇

五
七
〇

旗
ざ
お

祭
礼
、
縁
日

そ
の
他
の
催

し
に
際
し
、

一
時
的
に
設

け
る
も
の

一
本
に
つ

き
一
日

一
五
〇

二
三

五
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「
令
」
と
い

う
。）
第
七

条
第
一
号
に

掲
げ
る
物
件

そ
の
他
の
も

の

一
本
に
つ

き
一
月

一
、
五
〇
〇

二
三
〇

五
四

幕
（
令
第
七

条
第
四
号
に

掲
げ
る
工
事

用
施
設
で
あ

る
も
の
を
除

く
。）

祭
礼
、
縁
日

そ
の
他
の
催

し
に
際
し
、

一
時
的
に
設

け
る
も
の

そ
の
面
積

一
平
方

メ
ー
ト
ル

に
つ
き
一

日

一
五
〇

二
三

五

そ
の
他
の
も

の

そ
の
面
積

一
平
方

メ
ー
ト
ル

に
つ
き
一

月

一
、
五
〇
〇

二
三
〇

五
四

ア
ー
チ	

車
道
を
横
断

す
る
も
の

一
基
に
つ

き
一
月

一
五
、
〇
〇
〇

二
、
三
〇
〇

五
四
〇

そ
の
他
の
も

の

七
、
四
〇
〇

一
、
二
〇
〇

二
七
〇

令
第
七
条
第
二
号
に
掲
げ
る
工
作
物

占
用
面
積

一
平
方

メ
ー
ト
ル

に
つ
き
一

年

三
、
〇
〇
〇

七
一
〇

令
第
七
条
第
三
号
に
掲
げ
る
施
設

Ａ
に
〇
・
〇
三
四
を
乗
じ
て
得
た
額

令
第
七
条
第
四
号
に
掲
げ
る
工
事
用
施
設
及

び
同
条
第
五
号
に
掲
げ
る
工
事
用
材
料

占
用
面
積

一
平
方

メ
ー
ト
ル

に
つ
き
一

月

一
、
五
〇
〇

五
四

令
第
七
条
第
六
号
に
掲
げ
る
仮
設
建
築
物
及

び
同
条
第
七
号
に
掲
げ
る
施
設

三
〇
〇

七
一

令
第
七
条
第

八
号
に
掲
げ

る
施
設

ト
ン
ネ
ル
の
上
又
は
高
架
の

道
路
の
路
面
下
（
当
該
路
面

下
の
地
下
を
除
く
。）
に
設

け
る
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
一
五
を
乗
じ
て
得
た
額

上
空
に
設
け
る
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
二
四
を
乗
じ
て
得
た
額

地
下
（
ト
ン

ネ
ル
の
上
の

地
下
を
除

く
。）
に
設

階
数
が
一
の

も
の

Ａ
に
〇
・
〇
〇
五
を
乗
じ
て
得
た
額

階
数
が
二
の

も
の

Ａ
に
〇
・
〇
〇
八
を
乗
じ
て
得
た
額

44



け
る
も
の

階
数
が
三
以

上
の
も
の

占
用
面
積

一
平
方

メ
ー
ト
ル

に
つ
き
一

年

Ａ
に
〇
・
〇
一
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
三
四
を
乗
じ
て
得
た
額

令
第
七
条
第

九
号
に
掲
げ

る
施
設

建
築
物

Ａ
に
〇
・
〇
一
五
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
一
を
乗
じ
て
得
た
額

令
第
七
条
第

十
号
に
掲
げ

る
施
設
及
び

自
動
車
駐
車

場

建
築
物

Ａ
に
〇
・
〇
二
四
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
一
を
乗
じ
て
得
た
額

令
第
七
条
第

十
一
号
に
掲

げ
る
応
急
仮

設
建
築
物

ト
ン
ネ
ル
の
上
又
は
高
架
の

道
路
の
路
面
下
に
設
け
る
も

の

Ａ
に
〇
・
〇
一
五
を
乗
じ
て
得
た
額

上
空
に
設
け
る
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
二
四
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
三
四
を
乗
じ
て
得
た
額

令
第
七
条
第
十
二
号
に
掲
げ
る
器
具

Ａ
に
〇
・
〇
三
四
を
乗
じ
て
得
た
額

令
第
七
条
第

十
三
号
に
掲

げ
る
施
設

ト
ン
ネ
ル
の
上
又
は
高
速
自

動
車
国
道
若
し
く
は
自
動
車

専
用
道
路
（
高
架
の
も
の
に

限
る
。）
の
路
面
下
に
設
け

る
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
一
五
を
乗
じ
て
得
た
額

上
空
に
設
け
る
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
二
四
を
乗
じ
て
得
た
額

そ
の
他
の
も
の

Ａ
に
〇
・
〇
三
四
を
乗
じ
て
得
た
額

別
表
備
考
第
八
号
中
「
一
平
方
メ
ー
ト
ル
若
し
く
は
一
メ
ー
ト
ル
」
を
「
〇
・
〇
一
平
方
メ
ー
ト
ル
若
し
く
は
〇
・
〇

一
メ
ー
ト
ル
」
に
、「
一
平
方
メ
ー
ト
ル
又
は
一
メ
ー
ト
ル
と
し
て
」
を
「
そ
の
全
面
積
若
し
く
は
全
長
又
は
そ
の
端
数

の
面
積
若
し
く
は
長
さ
を
切
り
捨
て
て
」
に
改
め
る
。

附　

則

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２　

改
正
後
の
別
表
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
以
後
の
占
用
に
係
る
占
用
料

に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
の
占
用
に
係
る
占
用
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３　

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
日
前
に
開
始
し
、
施
行
日
以
後
に
終
了
す
る
占
用
で
あ
っ
て
、
占
用
の
期
間
が
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二
年
以
下
で
あ
る
も
の
に
係
る
占
用
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

理　

由

道
路
の
占
用
料
を
改
定
す
る
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す

る
理
由
で
あ
る
。
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第
百
三
号
議
案

仙
台
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
下
水
道
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
仙
台
市
条
例
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
イ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

イ　

精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
排
水
設
備
工
事
を
適
正
に
施
工
す
る
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思

疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者

第
六
条
の
三
第
一
項
第
一
号
ニ
中
「
ハ
」
を
「
ニ
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ホ
と
し
、
同
号
中
ハ
を
ニ
と
し
、
ロ
を

ハ
と
し
、
イ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ロ　

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

第
六
条
の
十
第
二
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一　

精
神
の
機
能
の
障
害
に
よ
り
責
任
技
術
者
の
職
務
を
適
正
に
行
う
に
当
た
っ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎

通
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
者

第
六
条
の
十
第
二
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二　

破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け
て
復
権
を
得
な
い
者

第
六
条
の
十
四
第
二
項
中
「
又
は
第
三
号
」
を
「
、
第
二
号
又
は
第
四
号
」
に
改
め
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る
こ
と
が
で
き
る
事
業
者
と
し
て
市
長
の
承
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
等
の
範
囲
を

改
め
る
と
と
も
に
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の

条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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第
百
四
号
議
案

仙
台
市
消
防
団
員
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
消
防
団
員
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
消
防
団
員
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
八
年
仙
台
市
条
例
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
一
号
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
禁
錮こ

」
を
「
禁
錮
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
一
号
と
し
、
同
条
第
三
号

を
同
条
第
二
号
と
し
、
同
条
第
四
号
中
「
前
三
号
の
ほ
か
」
を
「
前
二
号
に
掲
げ
る
者
の
ほ
か
、」
に
改
め
、
同
号
を
同

条
第
三
号
と
す
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

地
方
公
務
員
法
の
改
正
を
考
慮
し
非
常
勤
の
消
防
団
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
の
範
囲
を
改
め
る
と
と
も
に
、
所

要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理

由
で
あ
る
。
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第
百
五
号
議
案

仙
台
市
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

仙
台
市
学
校
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
一
条　

仙
台
市
学
校
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
仙
台
市
条
例
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
項
中
「
平
成
三
十
一
年
度
」
を
「
令
和
元
年
度
」
に
改
め
、「
授
業
料
」
の
下
に
「
並
び
に
令
和
二
年
度

に
係
る
入
学
者
選
抜
手
数
料
」
を
加
え
る
。

附
則
第
五
項
中
「
又
は
」
を
「
、」
に
、「
平
成
三
十
一
年
度
」
を
「
令
和
元
年
度
」
に
改
め
、「
若
し
く
は
第
四
条

第
三
項
に
定
め
る
授
業
料
」
の
下
に
「
又
は
令
和
二
年
度
に
係
る
入
学
者
選
抜
手
数
料
」
を
加
え
る
。

第
二
条　

仙
台
市
学
校
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
項
中
「
令
和
元
年
度
」
を
「
令
和
二
年
度
」
に
改
め
、「
並
び
に
令
和
二
年
度
に
係
る
入
学
者
選
抜
手
数
料
」

を
削
る
。

附
則
第
五
項
中
「
、
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
」
を
「
又
は
平
成
二
十
六
年
度
か
ら
令
和
二
年
度
ま

で
」
に
改
め
、「
又
は
令
和
二
年
度
に
係
る
入
学
者
選
抜
手
数
料
」
を
削
る
。

別
表
第
一
の
二
の
表
仙
台
市
立
作
並
小
学
校
の
項
、
仙
台
市
立
作
並
小
学
校
新
川
分
校
の
項
及
び
仙
台
市
立
大
倉
小

学
校
の
項
を
削
る
。

附　

則

こ
の
条
例
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

理　

由

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
の
令
和
二
年
度
に
係
る
入
学
者
選
抜
手
数
料
、
入
学
金
及
び
授
業
料
に
つ
い
て
減
免
す
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
作
並
小
学
校
及
び
同
校
新
川
分
校
並
び
に
大
倉
小
学
校
を
上
愛
子
小
学
校
に
統

合
す
る
等
の
た
め
、
現
行
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
こ
の
条
例
案
を
提
出
す
る
理
由
で
あ
る
。
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第 106 号議案

工事請負契約の締結に関する件

工事請負契約を次のとおり締結することにつき，議会の議決に付すべき契約に関する条例第 2

条の規定により，議決を求める。

1　工 事 件 名　　仙台市中央卸売市場食肉市場汚水処理施設改築工事

2　工事施行場所　　仙台市宮城野区扇町六丁目 3番 3， 3番 4

3 　契約の方法　　一般競争入札

4　契 約 金 額　　金 1,782,000,000円

5 　契約の相手方　　東京都品川区西五反田七丁目25番19号

　　　　　　　　　　共和化工株式会社
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第 107 号議案

工事請負契約の締結に関する件

工事請負契約を次のとおり締結することにつき，議会の議決に付すべき契約に関する条例第 2

条の規定により，議決を求める。

1　工 事 件 名　　仙台市立大和小学校増改築工事

2　工事施行場所　　仙台市若林区大和町三丁目16番 1

3 　契約の方法　　一般競争入札

4　契 約 金 額　　金 2,220,900,000円

5 　契約の相手方　　仙台市宮城野区小田原一丁目 5番12号

　　　　　　　　　　仙台土木建築工業・阿部和工務店・仙建工業共同企業体

　　　　　　　　　　　構成員　仙台市宮城野区小田原一丁目 5番12号

　　　　　　　　　　　　　　　仙台土木建築工業株式会社

　　　　　　　　　　　構成員　仙台市青葉区上杉一丁目17番18号

　　　　　　　　　　　　　　　株式会社阿部和工務店

　　　　　　　　　　　構成員　仙台市青葉区一番町二丁目 2番13号

　　　　　　　　　　　　　　　仙建工業株式会社
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第 108 号議案

工事請負契約の締結に関する件

工事請負契約を次のとおり締結することにつき，議会の議決に付すべき契約に関する条例第 2

条の規定により，議決を求める。

1　工 事 件 名　　仙台市松森資源化センター基幹的設備改良工事

2　工事施行場所　　�仙台市泉区松森字阿比古 7番 1， 7番 6，33番 6 ，33番 7 ，松森字堂谷67

番 2

3 　契約の方法　　一般競争入札

4　契 約 金 額　　金 877,800,000円

5 　契約の相手方　　東京都千代田区神田須田町一丁目25番地

　　　　　　　　　　メタウォーター株式会社
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第 109 号議案

財産の処分に関する件

次の財産を処分することにつき，仙台市財産条例第 2条の規定により，議決を求める。

所　　　在 地　　　目 地　　　積 金　　　額

仙台市蒲生北部被災市街地復興
土地区画整理事業施行地区内39
ブロック 4ロット

宅　　　地

� 平方メートル

16,332

� 円

630,000,000
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第 110 号議案

財産の処分に関する件

次の財産を処分することにつき，仙台市財産条例第 2条の規定により，議決を求める。

所　　　在 地　　　目 地　　　積 金　　　額

仙台市蒲生北部被災市街地復興
土地区画整理事業施行地区内39
ブロック 6－ 2ロット

宅　　　地

� 平方メートル

19,800

� 円

758,340,000
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第 111 号議案

和解に関する件

道路照明灯に係る電気料金について，仙台市青葉区本町一丁目 7番 1号東北電力株式会社と，

次のとおり和解を行うことにつき，地方自治法第96条第 1項第12号の規定により，議決を求める。

1　仙台市は，東北電力株式会社に対し，令和元年 5月分までにおける道路照明灯に係る未契約

分の電気料金として11,400,000円を支払うことを認める。

2　仙台市は，東北電力株式会社に対し，前項の金員を，令和元年11月29日限り，東北電力株式

会社が指定する方法により支払う。

3　東北電力株式会社は，仙台市が実施する道路照明ＬＥＤ化事業に賛同し，仙台市に対し，協

力金として46,000,000円を支払うことを認める。

4　東北電力株式会社は，仙台市に対し，前項の金員を，令和元年11月29日限り，仙台市が指定

する方法により支払う。

5　仙台市及び東北電力株式会社は，仙台市と東北電力株式会社との間には，令和元年 5月分ま

でにおける道路照明灯に係る電気料金に関し，前各項に定めるもののほか，何らの債権債務が

ないことを相互に確認する。
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第 112 号議案

市道路線の認定及び廃止に関する件

市道の路線を次のとおり認定し，及び廃止することにつき，道路法第 8条第 2項（同法第10条

第 3項において準用する場合を含む。）の規定により，議決を求める。

1　認定するもの

路　　　　線　　　　名 起　　　　　　　　　点
終　　　　　　　　　点

堤 町 三 丁 目 11 号 線 仙台市青葉区堤町三丁目413番50
　　　同　　　　　　　413番23

観 音 堂 町 線 仙台市青葉区下愛子字観音堂45番 1
　　　同　　下愛子字町13番 5

谷 津 線 仙台市青葉区下愛子字稲荷前99番 1
　　　同　　錦ケ丘一丁目284番

錦 ケ 丘 一 丁 目 4 号 線 仙台市青葉区錦ケ丘一丁目 2番 1
　　　同　　　　　　　　 2番 1

鶴 ケ 谷 東 二 丁 目 2 号 線 仙台市宮城野区鶴ケ谷東二丁目209番 3
　　　同　　　　　　　　　　63番 1

鶴 ケ 谷 東 三 丁 目 1 号 線 仙台市宮城野区鶴ケ谷東三丁目557番 1
　　　同　　　　　　　　　　208番 5

鶴 ケ 谷 東 三 丁 目 2 号 線 仙台市宮城野区鶴ケ谷東三丁目100番 2
　　　同　　　　　　　　　　228番 9

岡 田 新 浜 中 通 1 号 線 仙台市宮城野区岡田字新浜中通73番 2
　　　同　　　　　　　　　　149番

蒲 生 細 川 鍛 治 谷 地 線 仙台市宮城野区蒲生字細川59番
　　　同　　　蒲生字鍛治谷地11番 1

蒲 生 元 切 鍛 治 谷 地 線 仙台市宮城野区蒲生字元切15番 1
　　　同　　　蒲生字鍛治谷地40番

蒲 生 小 田 切 1 号 線 仙台市宮城野区蒲生字小田切33番 1
　　　同　　　　　　　　　40番 2

蒲 生 小 田 切 2 号 線 仙台市宮城野区蒲生字小田切73番 1
　　　同　　　　　　　　　81番

岡 田 新 浜 東 通 2 号 線 仙台市宮城野区岡田字新浜東通67番 1
　　　同　　　　　　　　　　 1番 2

岡 田 新 浜 東 通 3 号 線 仙台市宮城野区岡田字新浜東通46番 1
　　　同　　　　　　　　　　325番 1

岡 田 新 浜 東 通 4 号 線 仙台市宮城野区岡田字新浜東通64番 1
　　　同　　　　　　　　　　57番 4

岡 田 新 浜 中 通 新 浜 東 通 1 号 線 仙台市宮城野区岡田字新浜中通97番 1
　　　同　　　岡田字新浜東通106番

岡 田 新 浜 中 通 新 浜 東 通 2 号 線 仙台市宮城野区岡田字新浜中通128番 1
　　　同　　　岡田字新浜東通132番 1
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岡 田 新 浜 中 通 蒲 生 鍛 治 谷 地 線 仙台市宮城野区岡田字新浜中通62番 1
　　　同　　　蒲生字鍛治谷地22番 1

岡 田 新 浜 中 通 2 号 線 仙台市宮城野区岡田字新浜中通71番 1
　　　同　　　　　　　　　　82番

岡 田 新 浜 中 通 蒲 生 前 通 線 仙台市宮城野区岡田字新浜中通42番 1
　　　同　　　蒲生字前通40番 3

蒲 生 前 通 四 ツ 辺 線 仙台市宮城野区蒲生字前通12番 1
　　　同　　　蒲生字四ツ辺 1番 1

岡 田 前 田 堀 切 前 線 仙台市宮城野区岡田字前田78番 1
　　　同　　　岡田字堀切前 8番 1

岡 田 浜 通 堀 切 前 線 仙台市宮城野区岡田字浜通21番 1
　　　同　　　岡田字堀切前16番 1

岡 田 浜 通 1 号 線 仙台市宮城野区岡田字浜通22番 1
　　　同　　　　　　　　41番 1

岡 田 浜 通 新 原 東 線 仙台市宮城野区岡田字浜通54番
　　　同　　　岡田字新原東73番 4

上 飯 田 二 丁 目 3 号 線 仙台市若林区上飯田二丁目103番 4
　　　同　　　　　　　　103番10

荒 浜 新 一 丁 目 14 号 線 仙台市若林区荒浜新一丁目 7番 4
　　　同　　　　　　　　12番17

荒 浜 新 一 丁 目 15 号 線 仙台市若林区荒浜新一丁目 7番 8
　　　同　　　　　　　　12番23

荒 浜 新 一 丁 目 16 号 線 仙台市若林区荒浜新一丁目 6番 9
　　　同　　　　　　　　 6番 1

荒 浜 新 一 丁 目 17 号 線 仙台市若林区荒浜新一丁目15番 1
　　　同　　　　　　　　13番 1

荒 浜 新 一 丁 目 18 号 線 仙台市若林区荒浜新一丁目 1番34
　　　同　　　　　　　　11番33

荒 浜 藤 塚 線 仙台市若林区荒浜字七十刈15番 1
　　　同　　藤塚字一本松16番 3

荒 浜 七 十 刈 線 仙台市若林区荒浜字七十刈40番 2
　　　同　　　　　　　　29番

荒 浜 狐 塚 1 号 線 仙台市若林区荒浜字狐塚225番 1
　　　同　　　　　　　215番

荒 浜 二 部 谷 地 線 仙台市若林区荒浜字二部谷地14番 1
　　　同　　　　　　　　　21番 3

荒 浜 一 里 塚 1 号 線 仙台市若林区荒浜字一里塚54番 2
　　　同　　　　　　　　56番

荒 浜 一 里 塚 北 官 林 線 仙台市若林区荒浜字一里塚67番 2
　　　同　　荒浜字北官林27番 1

荒 井 笹 屋 敷 大 沼 東 線 仙台市若林区荒井字笹屋敷156番 2
　　　同　　荒井字大沼東 8番

荒 浜 大 堀 荒 井 四 ツ 谷 南 線 仙台市若林区荒浜字大堀78番 1
　　　同　　荒井字四ツ谷南 1番 2

荒 浜 松 苗 畑 北 長 沼 線 仙台市若林区荒浜字松苗畑 1番
　　　同　　荒浜字北長沼58番
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荒 浜 北 長 沼 線 仙台市若林区荒浜字北長沼102番
　　　同　　　　　　　　62番

井 土 荒 浜 線 仙台市若林区井土字二郷堀171番 1
　　　同　　荒浜新一丁目11番 1

荒 浜 新 二 丁 目 15 号 線 仙台市若林区荒浜新二丁目 6番 1
　　　同　　　　　　　　19番 1

荒 浜 中 堀 南 山 路 裏 線 仙台市若林区荒浜字中堀南 1番
　　　同　　荒浜字山路裏92番

荒 浜 一 本 杉 荒 井 藤 田 中 島 線 仙台市若林区荒浜字一本杉28番 1
　　　同　　荒井字藤田中島65番

荒 浜 一 本 杉 北 二 郷 堀 線 仙台市若林区荒浜字一本杉北 1番 2
　　　同　　井土字二郷堀 1番

荒 浜 一 本 杉 南 荒 井 土 才 敷 線 仙台市若林区荒浜字一本杉南31番
　　　同　　荒井字土才敷 8番 3

荒 浜 一 本 杉 南 大 学 線 仙台市若林区荒浜字一本杉南75番 1
　　　同　　荒浜字大学41番 1

荒 浜 一 本 杉 南 4 号 線 仙台市若林区荒浜字一本杉南75番 1
　　　同　　　　　　　　　85番

荒 浜 一 本 杉 南 5 号 線 仙台市若林区荒浜字一本杉南11番 1
　　　同　　　　　　　　　11番 1

荒 浜 一 本 杉 南 6 号 線 仙台市若林区荒浜字一本杉南54番 1
　　　同　　　　　　　　　62番 2

二 木 大 口 井 土 北 浦 線 仙台市若林区二木字大口16番 1
　　　同　　井土字北浦114番

井 土 東 浦 2 号 線 仙台市若林区井土字東浦99番 1
　　　同　　　　　　　115番

井 土 東 浦 3 号 線 仙台市若林区井土字東浦159番 1
　　　同　　　　　　　153番

井 土 南 浦 宅 地 1 号 線 仙台市若林区井土字南浦13番
　　　同　　井土字宅地42番

井 土 南 浦 宅 地 2 号 線 仙台市若林区井土字南浦89番 1
　　　同　　井土字宅地 6番 1

井 土 南 浦 東 浦 線 仙台市若林区井土字南浦55番 1
　　　同　　井土字東浦215番 2

種 次 高 原 二 木 大 口 線 仙台市若林区種次字高原153番 1
　　　同　　二木字大口59番 1

藤 塚 三 十 刈 線 仙台市若林区藤塚字三十刈56番 1
　　　同　　　　　　　　44番 3

藤 塚 三 十 刈 種 次 市 兵 衛 線 仙台市若林区藤塚字三十刈112番 1
　　　同　　種次字市兵衛90番

種 次 中 斎 今 泉 畑 中 線 仙台市若林区種次字中斎87番 1
　　　同　　今泉字畑中93番 9

種 次 竹 野 花 1 号 線 仙台市若林区種次字竹野花36番
　　　同　　　　　　　　34番 1

藤 塚 一 本 松 1 号 線 仙台市若林区藤塚字一本松21番 2
　　　同　　　　　　　　44番 1
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藤 塚 一 本 松 2 号 線 仙台市若林区藤塚字一本松69番 4
　　　同　　　　　　　　62番 3

藤 塚 一 本 松 3 号 線 仙台市若林区藤塚字一本松89番
　　　同　　　　　　　　85番 1

上 谷 刈 小 堤 7 号 線 仙台市泉区上谷刈字小堤19番 4
　　　同　　　　　　　25番14

2 　廃止するもの

路　　　　線　　　　名 起　　　　　　　　　点
終　　　　　　　　　点

谷 津 線 仙台市青葉区下愛子字町10番
　　　同　　錦ケ丘一丁目 2番20

佐 野 原 2 号 線 仙台市宮城野区鶴ケ谷東三丁目557番 1
　　　同　　　鶴ケ谷東二丁目63番 1

佐 野 原 4 号 線 仙台市宮城野区鶴ケ谷東三丁目100番 2
　　　同　　　　　　　　　　228番 9

鶴 ケ 谷 東 二 丁 目 1 号 線 仙台市宮城野区鶴ケ谷東二丁目209番 2
　　　同　　　　　　　　　　209番 3

岡 田 83 号 線 仙台市宮城野区岡田字新浜中通72番 2
　　　同　　　　　　　　　　82番

岡 田 100 号 線 仙台市宮城野区岡田字新浜中通10番
　　　同　　　　　　　　　　10番

岡 田 103 号 線 仙台市宮城野区岡田字新浜中通98番 1
　　　同　　　　　　　　　　100番

岡 田 107 号 線 仙台市宮城野区岡田字新浜中通65番 1
　　　同　　　　　　　　　　66番 2

岡 田 108 号 線 仙台市宮城野区蒲生字小田切42番 1
　　　同　　　　　　　　　51番 2

岡 田 109 号 線 仙台市宮城野区岡田字新浜浦通東18番
　　　同　　　　　　　　　　　 9番 2

岡 田 113 号 線 仙台市宮城野区岡田字新浜東通155番 2
　　　同　　　　　　　　　　37番

岡 田 115 号 線 仙台市宮城野区岡田字新浜東通38番 1
　　　同　　　　　　　　　　48番

岡 田 116 号 線 仙台市宮城野区岡田字新浜東通325番 1
　　　同　　　　　　　　　　175番 2

岡 田 117 号 線 仙台市宮城野区岡田字新浜東通74番
　　　同　　　　　　　　　　66番

岡 田 120 号 線 仙台市宮城野区岡田字新浜東通123番
　　　同　　　　　　　　　　115番

岡 田 123 号 線 仙台市宮城野区岡田字新浜東通149番 2
　　　同　　　　　　　　　　142番 1

小 田 切 線 仙台市宮城野区蒲生字小田切10番
　　　同　　　蒲生字鍛治谷地46番

堀 切 線 仙台市宮城野区岡田字前田78番 1
　　　同　　　岡田字浜通54番 2
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岡 田 蒲 生 線 仙台市宮城野区岡田字新浜中通42番 1
　　　同　　　蒲生字四ツ辺 1番 1

南 蒲 生 浄 化 セ ン タ ー 2 号 線 仙台市宮城野区蒲生字鍛治谷地45番 1
　　　同　　　　　　　　　　40番

狐 塚 1 号 線 仙台市若林区荒浜字七十刈43番 2
　　　同　　　　　　　　29番

狐 塚 2 号 線 仙台市若林区荒浜字狐塚228番
　　　同　　　　　　　215番

二 部 谷 地 線 仙台市若林区荒浜字二部谷地11番 3
　　　同　　　　　　　　　21番 3

一 里 塚 1 号 線 仙台市若林区荒浜字一里塚51番 2
　　　同　　　　　　　　56番

一 里 塚 2 号 線 仙台市若林区荒浜字一里塚63番 3
　　　同　　　　　　　　64番 5

荒 浜 貞 山 堀 線 仙台市若林区荒浜字一里塚67番 3
　　　同　　荒浜字北官林27番 1

笹 屋 敷 線 仙台市若林区荒井字富岡内52番
　　　同　　荒井字大沼東 8番

松 苗 畑 四 ッ 谷 線 仙台市若林区荒浜字松苗畑 1番
　　　同　　荒井字四ツ谷南 1番 1

念 仏 田 藤 田 線 仙台市若林区荒浜新二丁目20番 1
　　　同　　荒井字藤田中島65番

一 本 松 線 仙台市若林区荒浜字大学48番
　　　同　　荒浜字北長沼62番

荒 浜 新 一 丁 目 1 号 線 仙台市若林区荒浜新一丁目10番11
　　　同　　　　　　　　 3番 1

荒 浜 新 一 丁 目 2 号 線 仙台市若林区荒浜新一丁目10番 8
　　　同　　　　　　　　11番22

荒 浜 新 一 丁 目 3 号 線 仙台市若林区荒浜新一丁目 9番 8
　　　同　　　　　　　　 9番 5

荒 浜 新 一 丁 目 4 号 線 仙台市若林区荒浜新一丁目12番16
　　　同　　　　　　　　 7番 7

荒 浜 新 一 丁 目 5 号 線 仙台市若林区荒浜新一丁目12番15
　　　同　　　　　　　　12番 8

荒 浜 新 一 丁 目 6 号 線 仙台市若林区荒浜新一丁目 5番 1
　　　同　　　　　　　　 2番31

荒 浜 新 一 丁 目 7 号 線 仙台市若林区荒浜新一丁目12番26
　　　同　　　　　　　　12番28

荒 浜 新 一 丁 目 8 号 線 仙台市若林区荒浜新一丁目12番 1
　　　同　　　　　　　　 5番 1

荒 浜 新 一 丁 目 9 号 線 仙台市若林区荒浜新一丁目 6番 7
　　　同　　　　　　　　 5番 1

荒 浜 新 一 丁 目 10 号 線 仙台市若林区荒浜新一丁目13番 1
　　　同　　　　　　　　13番 1

荒 浜 新 一 丁 目 11 号 線 仙台市若林区荒浜新一丁目 4番
　　　同　　　　　　　　13番 1
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荒 浜 新 一 丁 目 12 号 線 仙台市若林区荒浜新一丁目15番 1
　　　同　　　　　　　　15番 1

荒 浜 新 一 丁 目 13 号 線 仙台市若林区荒浜新一丁目14番 6
　　　同　　　　　　　　14番 5

荒 浜 新 一 丁 目 歩 行 者 道 1 号 線 仙台市若林区荒浜新一丁目11番39
　　　同　　　　　　　　11番37

荒 浜 新 一 丁 目 歩 行 者 道 2 号 線 仙台市若林区荒浜新一丁目 1番 1
　　　同　　　　　　　　 1番 8

荒 浜 新 一 丁 目 歩 行 者 道 3 号 線 仙台市若林区荒浜新一丁目 1番11
　　　同　　　　　　　　 1番28

荒 浜 新 二 丁 目 1 号 線 仙台市若林区荒浜新二丁目17番 1
　　　同　　　　　　　　 1番32

荒 浜 新 二 丁 目 2 号 線 仙台市若林区荒浜新二丁目16番 1
　　　同　　　　　　　　 4番 1

荒 浜 新 二 丁 目 3 号 線 仙台市若林区荒浜新二丁目16番 1
　　　同　　　　　　　　16番 1

荒 浜 新 二 丁 目 4 号 線 仙台市若林区荒浜新二丁目14番 1
　　　同　　　　　　　　12番 1

荒 浜 新 二 丁 目 5 号 線 仙台市若林区荒浜新二丁目14番 1
　　　同　　　　　　　　14番 1

荒 浜 新 二 丁 目 6 号 線 仙台市若林区荒浜新二丁目13番 1
　　　同　　　　　　　　13番 1

荒 浜 新 二 丁 目 7 号 線 仙台市若林区荒浜新二丁目15番 1
　　　同　　　　　　　　12番 1

荒 浜 新 二 丁 目 8 号 線 仙台市若林区荒浜新二丁目17番 1
　　　同　　　　　　　　20番 7

荒 浜 新 二 丁 目 9 号 線 仙台市若林区荒浜新二丁目18番 1
　　　同　　　　　　　　10番 1

荒 浜 新 二 丁 目 10 号 線 仙台市若林区荒浜新二丁目10番 1
　　　同　　　　　　　　10番 1

荒 浜 新 二 丁 目 11 号 線 仙台市若林区荒浜新二丁目 9番 1
　　　同　　　　　　　　 9番 2

荒 浜 新 二 丁 目 12 号 線 仙台市若林区荒浜新二丁目19番 1
　　　同　　　　　　　　 7番 1

荒 浜 新 二 丁 目 13 号 線 仙台市若林区荒浜新二丁目 7番 1
　　　同　　　　　　　　 7番 1

荒 浜 新 二 丁 目 14 号 線 仙台市若林区荒浜新二丁目 5番 2
　　　同　　　　　　　　 5番 2

荒 浜 新 二 丁 目 歩 行 者 道 1 号 線 仙台市若林区荒浜新二丁目 2番 1
　　　同　　　　　　　　 2番32

一 本 杉 南 藤 田 線 仙台市若林区荒浜字一本杉南21番 1
　　　同　　荒井字平田61番 1

一 本 杉 南 1 号 線 仙台市若林区荒浜字一本杉南63番
　　　同　　荒浜字大学41番 1

一 本 杉 南 2 号 線 仙台市若林区荒浜字一本杉南119番 1
　　　同　　　　　　　　　85番
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荒 浜 一 本 杉 南 3 号 線 仙台市若林区荒浜新二丁目 3番10
　　　同　　　　　　　　20番 7

井 土 宅 地 東 浦 1 号 線 仙台市若林区井土字宅地41番 2
　　　同　　井土字東浦153番

井 土 宅 地 東 浦 2 号 線 仙台市若林区井土字宅地51番 2
　　　同　　井土字東浦215番 2

一 本 松 牛 道 下 線 仙台市若林区藤塚字一本松114番
　　　同　　　　　　　　85番 1

種 次 藤 塚 1 号 線 仙台市若林区種次字竹野花36番
　　　同　　藤塚字三十刈44番 1

種 次 中 斉 線 仙台市若林区種次字中斎85番
　　　同　　　　　　　25番

荒 浜 井 土 1 号 線 仙台市若林区荒浜字西 6番 6
　　　同　　井土字二郷堀168番 3

井 土 東 浦 1 号 線 仙台市若林区井土字東浦58番 1
　　　同　　　　　　　51番

井 土 藤 塚 1 号 線 仙台市若林区井土字東浦53番
　　　同　　藤塚字沼田42番 4
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第 113 号議案

仙台市教育委員会の委員の任命に関する件

仙台市教育委員会の委員加藤道代は令和元年 9月30日に任期を満了するので，別紙の者を後任

の委員に任命することにつき，地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 4条第 2項の規定によ

り，同意を求める。
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※上記別紙の者は，梅田真理



第 114 号議案

仙台市人事委員会の委員の選任に関する件

仙台市人事委員会の委員小野真一は令和元年10月 1 日に任期を満了するので，別紙の者を後任

の委員に選任することにつき，地方公務員法第 9条の 2第 2項の規定により，同意を求める。
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※上記別紙の者は，小野真一



第 115 号議案

仙台市監査委員の選任に関する件

仙台市監査委員倉林千枝子は令和元年 9月20日に任期を満了するので，別紙の者を後任の委員

に選任することにつき，地方自治法第196条第 1項の規定により，同意を求める。

77

※上記別紙の者は，岩渕健彦



第 116 号議案

仙台市農業委員会の委員の任命に関する件

仙台市農業委員会の委員佐藤昭幸は平成31年 3 月31日に辞任したので，別紙の者を後任の委員

に任命することにつき，農業委員会等に関する法律第 8条第 1項の規定により，同意を求める。
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※上記別紙の者は，菊地郁夫



第 117 号議案

人権擁護委員候補者の推薦に関する件

別紙の者を人権擁護委員候補者に推薦することにつき，人権擁護委員法第 6条第 3項の規定に

より，意見を求める。
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※上記別紙の者は，大江英俊，神春美，阿部千恵子及び菅原修




